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安
倍
総
理
の
真
珠
湾
訪
問
を
発
表
し
た
会
見
内
容
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日
、
安
倍
総
理
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
会
談
及
び
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
訪
問
す
る

こ
と
を
総
理
大
臣
官
邸
で
の
会
見
（
「
本
会
見
」
と
い
う
。
）
で
明
ら
か
に
し
た
。

本
会
見
で
、
「
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
未
来
に
向
け
た
決
意
を
示
し
た
い
、
こ
う
思
い
ま

す
。
同
時
に
、
正
に
日
米
の
和
解
、
こ
の
和
解
の
価
値
を
発
信
す
る
機
会
に
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
や
日
米
同
盟
は

世
界
の
中
の
日
米
同
盟
と
し
て
、
日
米
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
世
界
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
『
希
望
の
同
盟
』
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
価
値
は
、
意
義
は
、
過
去
も
現
在
も
未
来
も
変
わ
ら
な
い
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
意
義
あ
る
会
談
と
な
る
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
、
「
昨
年
、
戦
後
七
十
年
を
迎
え
、
米
国
議
会
に
お
い
て
演
説
を
行
い
、
私
の
七
十
年
を
迎
え
て
の
思
い
、

考
え
に
つ
い
て
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
真
珠
湾
を
訪
問
す
る
こ
と
の
意
義
、
象
徴
性
、
和
解
の

重
要
性
に
つ
い
て
発
信
し
た
い
と
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
」
と
表
明
し
た
。

こ
の
会
見
内
容
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
会
見
で
い
う
「
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
は
、
日
本
が
あ
ら
ゆ
る
国
と
戦
争
を
し
な
い
と

い
う
意
味
な
の
か
、
そ
れ
と
も
米
国
と
は
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
意
味
な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一



二

一
九
五
一
年
九
月
四
日
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
五
十
二
カ
国
の
代
表
参
加
の
も
と
、
平
和
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
同
月
八
日
に
平
和
条
約
署
名
式
が
行
わ
れ
、
会
議
参
加
国
の
う
ち
ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
の
三
カ
国
を
除
き
、
米
国
も
含
む
四
十
九
カ
国
が
平
和
条
約
に
署
名
し
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
「
日
米
の
和
解
」
の

み
な
ら
ず
、
日
本
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
の
第
一
歩
と
見
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
本
会
見
で
い
う
「
日
米
の
和
解
」
と
は
具

体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
こ
の
一
九
五
一
年
の
平
和
会
議
で
は
十
分
で
は
な
く
、
政
府
は
今
次
の
安
倍
総
理
の
真
珠
湾
訪
問

を
何
ら
か
の
国
際
法
上
あ
る
い
は
国
際
政
治
上
の
「
こ
の
和
解
の
価
値
を
発
信
す
る
機
会
」
と
す
べ
き
機
会
で
あ
る
と
と
ら

え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
総
理
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
「
日
米
の
和
解
」
を
強
調
す
る
の
か
。
こ
れ
は
何
を
意
図
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

四

本
会
見
で
い
う
「
世
界
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
『
希
望
の
同
盟
』
」
と
は
、
具
体
的
に
例
示
す
れ
ば
、
「
世
界
の

様
々
な
」
ど
の
よ
う
な
「
課
題
」
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
会
見
で
い
う
「
世
界
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
『
希
望
の
同
盟
』
」
に
お
け
る
「
希
望
の
同
盟
」
と
は
、
具
体
的
に

何
を
指
す
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



六

政
府
は
、
日
米
同
盟
に
は
地
理
的
概
念
を
持
た
な
い
旨
の
国
会
答
弁
を
行
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
本
会
見
で
い

う
、
「
今
や
日
米
同
盟
は
世
界
の
中
の
日
米
同
盟
と
し
て
、
日
米
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
世
界
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む

『
希
望
の
同
盟
』
」
と
い
う
発
言
は
、
こ
の
よ
う
な
過
去
の
政
府
答
弁
を
改
め
て
確
認
し
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く

自
衛
隊
の
活
動
範
囲
を
「
世
界
の
中
」
に
拡
大
す
る
意
向
を
ハ
ワ
イ
で
の
会
談
で
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
確
認
す
る
も
の
で
あ

る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

十
二
月
七
日
の
産
経
新
聞
は
、
「
中
国
外
務
省
の
陸
慷
報
道
官
は
七
日
の
定
例
記
者
会
見
で
、
安
倍
晋
三
首
相
の
真
珠
湾

訪
問
に
関
連
し
て
「
日
本
側
が
深
く
反
省
し
て
誠
実
に
謝
罪
し
よ
う
と
思
う
の
な
ら
ば
、
南
京
大
虐
殺
記
念
館
で
あ
れ
九
一

八
事
変
（
満
州
事
変
）
記
念
館
で
あ
れ
七
三
一
部
隊
の
遺
跡
で
あ
れ
、
中
国
側
に
は
慰
霊
の
た
め
に
提
供
で
き
る
多
く
の
場

所
が
あ
る
」
と
述
べ
た
」
こ
と
を
報
じ
た
。
ま
た
中
国
の
世
論
に
は
「
日
本
の
評
論
の
中
に
は
真
珠
湾
よ
り
も
南
京
大
虐
殺

記
念
館
に
行
く
べ
き
だ
と
の
声
」
が
あ
る
と
も
承
知
し
て
い
る
。
外
交
に
は
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
で
あ
る
。
平
成

二
十
七
年
八
月
十
四
日
の
安
倍
総
理
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
で
も
、
「
戦
火
を
交
え
た
国
々
で
も
、
将
来
あ
る
若
者
た
ち
の

命
が
、
数
知
れ
ず
失
わ
れ
ま
し
た
。
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
の
島
々
な
ど
、
戦
場
と
な
っ
た
地
域
で
は
、
戦
闘
の
み

な
ら
ず
、
食
糧
難
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
無
辜
の
民
が
苦
し
み
、
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
」
、
「
何
の
罪
も
な
い
人
々
に
、
計

三



り
知
れ
な
い
損
害
と
苦
痛
を
、
我
が
国
が
与
え
た
事
実
。
歴
史
と
は
実
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
、
苛
烈
な
も
の
で
す
」
と

表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
言
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
外
交
上
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
安
倍
総
理
は
中
国
政
府
の
示
唆
す
る

よ
う
に
南
京
に
慰
霊
の
た
め
に
訪
問
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
は
総
理
の
南
京
訪
問
を
検
討
し
た
こ
と

は
あ
る
の
か
。
仮
に
訪
問
を
検
討
し
た
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

四


